
4.シート名変更マクロ処理マニュアル 

＜注意＞ 

１．     には 2021,2019,2016 のいずれかが入ります。 

     には１，２，３のいずれかが入ります。 

       には１，２，３，４のいずれかが入ります。 

 ２．例えば、      CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ    台リリース配布版）.xlsm 

      において、      が 2021 で  が２の場合には、ファイル 

      2021CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ 2 台リリース配布版）.xlsm 

   を表します。 

４．実際のそれぞれの説明では、２０２１版３台の各ファイルを用いて説明していきます。 
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１．ファイル 

CV-DataBaseAdvance40Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance40Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance40Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォーム「シ

ート選択・一覧表付ファイル印刷設定処理」の画面のタブ を選択すると次に[図 1]の画面

になります。 

 

[図 1] 

 

 

上の[図１]の画面のコマンドボタン クリックすると、シート「シート名設定」選

択されて次の[図２]画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図２] 

 

 

上の[図２]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 60％にさげたのが次の[図３]です。 

 

[図３] 

 

 

上の[図２]あるは[図３]の画面で、表部分の「シート名・インターフェースボタン名」の欄の各セルにポンターを近



づけると のコメント表示されるセルがあります。この表示がされるシートはシート名を変更できません

が、表示されないシートはシート名を変更することができます。ただし、何も入力されていないセルおよび

と表示されているセルのシートは実際には

存在しておらず、シート名を変更することに意味がありません。 

なお、上の [図３]の画面において 

  で囲まれたセルのシートの名称は「一覧表付ファイル作成入力設定」という「印刷フォームソートデー

ター」シート上に作成した印刷する順序を制御する「ID」欄のデーターを「印刷フォーム」シート上に作成した、

印刷する実際の様式のどの部分にコピーするか、また、１枚の印刷に対していくつの「ID」欄のデーターをコピー

するか等を制御設定するためのマクロデーターを作成するためのシートです。 

で囲まれたセルのシートの名称は「入力シート」という単にデーターを入力するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォーム」シートと言い、基本的には「ファイル作成コピー用」

シートを複写し、それをもとに印刷する実際の様式を作成し、マクロで自動印刷するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォームソートデーター」シートと言い、基本的にはシート「入

力シート」のデーターを複写し、複写後のデーターをソートし「印刷フォーム」上に作成した印刷様式を印刷する順

序を制御するデーターを作成するためのシートです。 

これら４種のシートは必ずそれぞれ１つは使用し、また、複数あるシートの種類については複数のシートを使用する

ことができます。これらのシートのデフォルトの名称は、上の[図２]あるは[図３]の画面のように設定されておりま

すが、実際に使用するシートには分かり易い名称に変更しておくと便利です 

 

それでは、シート名を変更することができるシートについて変更の仕方を説明いたします。 

シート「一覧表付ファイル作成入力設定 1」のシート名を「前期募集生徒宛通知書印刷設定」に変更してみたいと思

います。まず、上の[図２]あるは[図３]の画面で 

の右側のセル 

の値を 

に変更します。次に 

の左側のセル にポインターを

近づけるとコメント 

が表示さ

れます。セル の部分をダブルクリックします。すると、シート名「一覧表付ファイル作成入力設定 1」が「前

期募集生徒宛通知印刷設定」に変更されて変更後のシートが選択されて下の[図４]の画面が表示されます。なお、シ

ート名が変更される前のシートの状況は[図５]のようになっていました。 

 

5前期募集生徒宛通知印刷設定

一覧表付ファイル作成入力設定1
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5前期募集生徒宛通知印刷設定

      

で 



 [図４] 

 

 

[図５] 

 

 

下の「シート名設定」シートの[図６]の画面の      で囲まれたセルの値を変更し、同様の操作を行い、シー

ト名をそれぞれ変更しておきます。 

 



[図６] 

 

 

 

２．ファイル 

CV-DataBaseAdvance100Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance100Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance100Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォーム「シ

ート選択・一覧表付ファイル印刷設定処理」の画面のタブ を選択すると次に[図７]の画面

になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図７] 

 

 

上の[図７]の画面のコマンドボタン クリックすると、シート「シート名設定」選

択されて次の[図８]画面になります。 

 

[図８] 

 



上の[図８]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 60％にさげたのが次の[図９]の画面です。 

 

[図９] 

 

 

上の[図８]あるは[図９]の画面で、表部分の「シート名・インターフェースボタン名」の欄の各セルにポンターを近

づけると のコメント表示されるセルがあります。この表示がされるシートはシート名を変更できません

が、表示されないシートはシート名を変更することができます。ただし、何も入力されていないセルおよび

と表示されているセルのシートは実際には

存在しておらず、シート名を変更することに意味がありません。 

なお、上の [図９]の画面において 

  で囲まれたセルのシートの名称は「一覧表付ファイル作成入力設定」という「印刷フォームソートデー

ター」シート上に作成した印刷する順序を制御する「ID」欄のデーターを「印刷フォーム」シート上に作成した、

印刷する実際の様式のどの部分にコピーするか、また、１枚の印刷に対していくつの「ID」欄のデーターをコピー

するか等を制御設定するためのマクロデーターを作成し印刷するためのシートです。 

で囲まれたセルのシートの名称は「入力シート」という単にデーターを入力するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォーム」シートと言い、基本的には「ファイル作成コピー用」

シートを複写し、それをもとに印刷する実際の様式を作成し、マクロで自動印刷するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォームソートデーター」シートと言い、基本的にはシート「入

力シート」のデーターを複写し、複写後のデーターをソートし「印刷フォーム」上に作成した印刷様式を印刷する順

序を制御するデーターを作成するためのシートです。 

これら４種のシートは必ずそれぞれ１つは使用し、また、複数あるシートの種類については複数のシートを使用する

      

で 



ことができます。これらのシートのデフォルトの名称は、上の[図８]あるは[図９]の画面のように設定されておりま

すが、実際に使用するシートには分かり易い名称に変更しておくと便利です 

 

それでは、シート名を変更することができるシートについて変更の仕方を説明いたします。 

シート「一覧表付ファイル作成入力設定 1」のシート名を「前期募集生徒宛通知印刷設定」に変更してみたいと思い

ます。まず、上の[図８]あるは[図９]の画面で 

の右側のセル 

の値を 

に変更します。次に 

の左側のセル にポインターを

近づけるとコメント 

が表示さ

れます。セル の部分をダブルクリックします。すると、シート名「一覧表付ファイル作成入力設定 1」が「前

期募集生徒宛通知印刷設定」に変更されて変更後のシートが選択されて下の[図１０]の画面が表示されます。なお、

シート名が変更される前のシートの状況は[図１１]のようになっていました。 

 

 [図１０] 
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[図１１] 

 

 

下の「シート名設定」シートの[図１２]の画面の      で囲まれたセルの値を変更し、同様の操作を行い、シ

ート名をそれぞれ変更しておきます。 

 

[図１２] 

 

 



3．ファイル 

CV-DataBaseAdvance200Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance200Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance200Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォーム「シ

ート選択・一覧表付ファイル印刷設定処理」の画面のタブ を選択すると次に[図１３]の画

面になります。 

 

 [図１３] 

 

 

上の[図１３]の画面のコマンドボタン クリックすると、シート「シート名設定」

選択されて次の[図１４]画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１４] 

 

 

上の[図１４]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 60％にさげたのが次の[図１５]の画面です。 

 

[図１５] 

 

 

 



上の[図１４]あるは[図１５]の画面で、表部分の「シート名・インターフェースボタン名」の欄の各セルにポンター

を近づけると のコメント表示されるセルがあります。この表示がされるシートはシート名を変更できま

せんが、表示されないシートはシート名を変更することができます。ただし、何も入力されていないセルおよび

と表示されているセルのシートは実際には

存在しておらず、シート名を変更することに意味がありません。 

なお、上の [図９]の画面において 

  で囲まれたセルのシートの名称は「一覧表付ファイル作成入力設定」という「印刷フォームソートデー

ター」シート上に作成した印刷する順序を制御する「ID」欄のデーターを「印刷フォーム」シート上に作成した、

印刷する実際の様式のどの部分にコピーするか、また、１枚の印刷に対していくつの「ID」欄のデーターをコピー

するか等を制御設定するためのマクロデーターを作成し印刷するためのシートです。 

で囲まれたセルのシートの名称は「入力シート」という単にデーターを入力するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォーム」シートと言い、基本的には「ファイル作成コピー用」

シートを複写し、それをもとに印刷する実際の様式を作成し、マクロで自動印刷するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォームソートデーター」シートと言い、基本的にはシート「入

力シート」のデーターを複写し、複写後のデーターをソートし「印刷フォーム」上に作成した印刷様式を印刷する順

序を制御するデーターを作成するためのシートです。 

これら４種のシートは必ずそれぞれ１つは使用し、また、複数あるシートの種類については複数のシートを使用する

ことができます。これらのシートのデフォルトの名称は、上の[図１４]あるは[図１５]の画面のように設定されてお

りますが、実際に使用するシートには分かり易い名称に変更しておくと便利です 

 

それでは、シート名を変更することができるシートについて変更の仕方を説明いたします。 

シート「一覧表付ファイル作成入力設定 1」のシート名を「前期募集生徒宛通知印刷設定」に変更してみたいと思い

ます。まず、上の[図１４]あるは[図１５]の画面で 

の右側のセル 

の値を 

に変更します。次に 

の左側のセル にポインターを

近づけるとコメント 

が表示さ

れます。セル の部分をダブルクリックします。すると、シート名「一覧表付ファイル作成入力設定 1」が「前

期募集生徒宛通知印刷設定」に変更されて変更後のシートが選択されて下の[図１６]の画面が表示されます。なお、

シート名が変更される前のシートの状況は[図１７]のようになっていました。 
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前期募集生徒宛通知印刷設定

5前期募集生徒宛通知印刷設定

      

で 



 [図１６] 

 

[図１７] 

 

 

下の「シート名設定」シートの[図１８]の画面の      で囲まれたセルの値を変更し、同様の操作を行い、シ

ート名をそれぞれ変更しておきます。 

 



[図１８] 

 

 

 

4．ファイル 

CV-DataBaseAdvance400Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance400Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance400Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance400Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォーム「シ

ート選択・一覧表付ファイル印刷設定処理」の画面のタブ を選択すると次に[図１９]の画

面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図１９] 

 

 

上の[図１９]の画面のコマンドボタン クリックすると、シート「シート名設定」

選択されて次の[図２０]画面になります。 

 

[図２０] 

 



上の[図２０]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 60％にさげたのが次の[図２１]の画面です。 

 

[図２１] 

 

 

上の[図２０]あるは[図２１]の画面で、表部分の「シート名・インターフェースボタン名」の欄の各セルにポンター

を近づけると のコメント表示されるセルがあります。この表示がされるシートはシート名を変更できま

せんが、表示されないシートはシート名を変更することができます。ただし、何も入力されていないセルおよび

と表示されているセルのシートは実際には存在しておらず、シート名を

変更することに意味がありません。 

なお、上の [図２１]の画面において 

  で囲まれたセルのシートの名称は「一覧表付ファイル作成入力設定」という「印刷フォームソートデー

ター」シート上に作成した印刷する順序を制御する「ID」欄のデーターを「印刷フォーム」シート上に作成した、

印刷する実際の様式のどの部分にコピーするか、また、１枚の印刷に対していくつの「ID」欄のデーターをコピー

するか等を制御設定するためのマクロデーターを作成し印刷するためのシートです。 

で囲まれたセルのシートの名称は「入力シート」という単にデーターを入力するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォーム」シートと言い、基本的には「ファイル作成コピー用」

シートを複写し、それをもとに印刷する実際の様式を作成し、マクロで自動印刷するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォームソートデーター」シートと言い、基本的にはシート「入

力シート」のデーターを複写し、複写後のデーターをソートし「印刷フォーム」上に作成した印刷様式を印刷する順

序を制御するデーターを作成するためのシートです。 

これら４種のシートは必ずそれぞれ１つは使用し、また、複数あるシートの種類については複数のシートを使用する

ことができます。これらのシートのデフォルトの名称は、上の[図２０]あるは[図２１]の画面のように設定されてお

りますが、実際に使用するシートには分かり易い名称に変更しておくと便利です 

      

で 



それでは、シート名を変更することができるシートについて変更の仕方を説明いたします。 

シート「一覧表付ファイル作成入力設定 1」のシート名を「前期募集生徒宛通知印刷設定」に変更してみたいと思い

ます。まず、上の[図２０]あるは[図２１]の画面で 

の右側のセル 

の値を 

に変更します。次に 

の左側のセル にポインターを

近づけるとコメント 

が表示さ

れます。セル の部分をダブルクリックします。すると、シート名「一覧表付ファイル作成入力設定 1」が「前

期募集生徒宛通知印刷設定」変更されて変更後のシートが選択されて下の[図２２]の画面が表示されます。なお、シ

ート名が変更される前のシートの状況は[図２３]のようになっていました 

 

 [図２２] 
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[図２３] 

 

 

下の「シート名設定」シートの[図２４]の画面の      で囲まれたセルの値を変更し、同様の操作を行い、シ

ート名をそれぞれ変更しておきます。 

 

[図２４] 

 

 



5．ファイル 

CV-DataBaseAdvance600Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance600Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合； 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance600Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォーム「シ

ート選択・一覧表付ファイル印刷設定処理」の画面のタブ を選択すると次に[図２５]の画

面になります。 

 

[図２５] 

 

 

上の[図２５]の画面のコマンドボタン クリックすると、シート「シート名設定」

選択されて次の[図２６]画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図２６] 

 

 

上の[図２６]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 60％にさげたのが次の[図２７]の画面です。 

 

[図２７] 

 

 

 



上の[図２６]あるは[図２７]の画面で、表部分の「シート名・インターフェースボタン名」の欄の各セルにポンター

を近づけると のコメント表示されるセルがあります。この表示がされるシートはシート名を変更できま

せんが、表示されないシートはシート名を変更することができます。ただし、何も入力されていないセルおよび

と表示されているセルのシートは実際には存在しておらず、シート名を

変更することに意味がありません。 

なお、上の [図２７]の画面において 

  で囲まれたセルのシートの名称は「一覧表付ファイル作成入力設定」という「印刷フォームソートデー

ター」シート上に作成した印刷する順序を制御する「ID」欄のデーターを「印刷フォーム」シート上に作成した、

印刷する実際の様式のどの部分にコピーするか、また、１枚の印刷に対していくつの「ID」欄のデーターをコピー

するか等を制御設定するためのマクロデーターを作成し印刷するためのシートです。 

で囲まれたセルのシートの名称は「入力シート」という単にデーターを入力するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォーム」シートと言い、基本的には「ファイル作成コピー用」

シートを複写し、それをもとに印刷する実際の様式を作成し、マクロで自動印刷するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォームソートデーター」シートと言い、基本的にはシート「入

力シート」のデーターを複写し、複写後のデーターをソートし「印刷フォーム」上に作成した印刷様式を印刷する順

序を制御するデーターを作成するためのシートです。 

これら４種のシートは必ずそれぞれ１つは使用し、また、複数あるシートの種類については複数のシートを使用する

ことができます。これらのシートのデフォルトの名称は、上の[図２６]あるは[図２７]の画面のように設定されてお

りますが、実際に使用するシートには分かり易い名称に変更しておくと便利です 

 

 

それでは、シート名を変更することができるシートについて変更の仕方を説明いたします。 

シート「一覧表付ファイル作成入力設定 1」のシート名を「前期募集生徒宛通知印刷設定」に変更してみたいと思い

ます。まず、上の[図２６]あるは[図２７]の画面で 

の右側のセル 

の値を 

に変更します。次に 

の左側のセル にポインターを

近づけるとコメント 

が表示さ

れます。セル の部分をダブルクリックします。すると、シート名「一覧表付ファイル作成入力設定 1」が「前

期募集生徒宛通知印刷設定」変更されて変更後のシートが選択されて下の[図２８]の画面が表示されます。なお、シ

ート名が変更される前のシートの状況は[図２９]のようになっていました。 
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で 



 [図２８] 

 

 

 [図２９] 

 

 

下の「シート名設定」シートの[図３０]の画面の      で囲まれたセルの値を変更し、同様の操作を行い、シ

ート名をそれぞれ変更しておきます。 

 



[図３０] 

 

 

 

6．ファイル 

CV-DataBaseAdvance800Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance800Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合； 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance800Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォーム「シ

ート選択・一覧表付ファイル印刷設定処理」の画面のタブ を選択すると次に[図３１]の画

面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図３１] 

 

 

上の[図３１]の画面のコマンドボタン クリックすると、シート「シート名設定」

選択されて次の[図３２]画面になります。 

 

 [図３２] 

 



上の[図３２]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 60％にさげたのが次の[図３３]の画面です。 

 

[図３３] 

 

 

上の[図３２]あるは[図３３]の画面で、表部分の「シート名・インターフェースボタン名」の欄の各セルにポンター

を近づけると のコメント表示されるセルがあります。この表示がされるシートはシート名を変更できま

せんが、表示されないシートはシート名を変更することができます。ただし、何も入力されていないセルおよび

と表示されているセルのシートは実際には存在しておらず、シート名を変

更することに意味がありません。 

なお、上の [図３３]の画面において 

  で囲まれたセルのシートの名称は「一覧表付ファイル作成入力設定」という「印刷フォームソートデー

ター」シート上に作成した印刷する順序を制御する「ID」欄のデーターを「印刷フォーム」シート上に作成した、

印刷する実際の様式のどの部分にコピーするか、また、１枚の印刷に対していくつの「ID」欄のデーターをコピー

するか等を制御設定するためのマクロデーターを作成し印刷するためのシートです。 

で囲まれたセルのシートの名称は「入力シート」という単にデーターを入力するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォーム」シートと言い、基本的には「ファイル作成コピー用」

シートを複写し、それをもとに印刷する実際の様式を作成し、マクロで自動印刷するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォームソートデーター」シートと言い、基本的にはシート「入

力シート」のデーターを複写し、複写後のデーターをソートし「印刷フォーム」上に作成した印刷様式を印刷する順

序を制御するデーターを作成するためのシートです。 

これら４種のシートは必ずそれぞれ１つは使用し、また、複数あるシートの種類については複数のシートを使用する

ことができます。これらのシートのデフォルトの名称は、上の[図３２]あるは[図３３]の画面のように設定されてお

りますが、実際に使用するシートには分かり易い名称に変更しておくと便利です 

 

      

で 



それでは、シート名を変更することができるシートについて変更の仕方を説明いたします。 

シート「一覧表付ファイル作成入力設定 1」のシート名を「前期募集生徒宛通知印刷設定」に変更してみたいと思い

ます。まず、上の[図３２]あるは[図３３]の画面で 

の右側のセル 

の値を 

に変更します。次に 

の左側のセル にポインターを

近づけるとコメント 

が表示さ

れます。セル の部分をダブルクリックします。すると、シート名「一覧表付ファイル作成入力設定 1」が「前

期募集生徒宛通知印刷設定」変更されて変更後のシートが選択されて下の[図３４]の画面が表示されます。なお、シ

ート名が変更される前のシートの状況は[図３５]のようになっていました。 

 

 [図３４] 
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 [図３５] 

 

 

下の「シート名設定」シートの[図３６]の画面の      で囲まれたセルの値を変更し、同様の操作を行い、シ

ート名をそれぞれ変更しておきます。 

 

[図３６] 

 

 



7．ファイル 

CV-DataBaseAdvance1000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance1000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance1000Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたしま

す。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォーム「シ

ート選択・一覧表付ファイル印刷設定処理」の画面のタブ を選択すると次に[図３７]の画

面になります。 

 

 [図３７] 

 

 

上の[図３７]の画面のコマンドボタン クリックすると、シート「シート名設定」

選択されて次の[図３８]画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 



 [図３８] 

 

 

上の[図３８]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 60％にさげたのが次の[図３９]の画面です。 

 

[図３９] 

 

 

 



上の[図３８]あるは[図３９]の画面で、表部分の「シート名・インターフェースボタン名」の欄の各セルにポンター

を近づけると のコメント表示されるセルがあります。この表示がされるシートはシート名を変更できま

せんが、表示されないシートはシート名を変更することができます。ただし、何も入力されていないセルのシートは

実際には存在しておらず、シート名を変更することに意味がありません。 

なお、上の [図３９]の画面において 

  で囲まれたセルのシートの名称は「一覧表付ファイル作成入力設定」という「印刷フォームソートデー

ター」シート上に作成した印刷する順序を制御する「ID」欄のデーターを「印刷フォーム」シート上に作成した、

印刷する実際の様式のどの部分にコピーするか、また、１枚の印刷に対していくつの「ID」欄のデーターをコピー

するか等を制御設定するためのマクロデーターを作成し印刷するためのシートです。 

で囲まれたセルのシートの名称は「入力シート」という単にデーターを入力するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォーム」シートと言い、基本的には「ファイル作成コピー用」

シートを複写し、それをもとに印刷する実際の様式を作成し、マクロで自動印刷するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォームソートデーター」シートと言い、基本的にはシート「入

力シート」のデーターを複写し、複写後のデーターをソートし「印刷フォーム」上に作成した印刷様式を印刷する順

序を制御するデーターを作成するためのシートです。 

これら４種のシートは必ずそれぞれ１つは使用し、また、複数あるシートの種類については複数のシートを使用する

ことができます。これらのシートのデフォルトの名称は、上の[図３８]あるは[図３９]の画面のように設定されてお

りますが、実際に使用するシートには分かり易い名称に変更しておくと便利です 

 

それでは、シート名を変更することができるシートについて変更の仕方を説明いたします。 

シート「一覧表付ファイル作成入力設定 1」のシート名を「前期募集生徒宛通知印刷設定」に変更してみたいと思い

ます。まず、上の[図３８]あるは[図３９]の画面で 

の右側のセル 

の値を 

に変更します。次に 

の左側のセル にポインターを

近づけるとコメント 

が表示さ

れます。セル の部分をダブルクリックします。すると、シート名「一覧表付ファイル作成入力設定 1」が「前

期募集生徒宛通知印刷設定」変更されて変更後のシートが選択されて下の[図４０]の画面が表示されます。なお、シ

ート名が変更される前のシートの状況は[図４１]のようになっていました。 
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で 



 [図４０] 

 

 

 [図４１] 

 

 

下の「シート名設定」シートの[図４２]の画面の      で囲まれたセルの値を変更し、同様の操作を行い、シ

ート名をそれぞれ変更しておきます。 

 



[図４２] 

 

 

 

8．ファイル 

CV-DataBaseAdvance2000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance2000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance2000Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたしま

す。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォーム「シ

ート選択・一覧表付ファイル印刷設定処理」の画面のタブ を選択すると次に[図４３]の画

面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図４３] 

 

 

上の[図４３]の画面のコマンドボタン クリックすると、シート「シート名設定」

選択されて次の[図４４]画面になります。 

 

[図４４] 

 



上の[図４４]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 60％にさげたのが次の[図４５]の画面です。 

 

[図４５] 

 

 

上の[図４４]あるは[図４５]の画面で、表部分の「シート名・インターフェースボタン名」の欄の各セルにポンター

を近づけると のコメント表示されるセルがあります。この表示がされるシートはシート名を変更できま

せんが、表示されないシートはシート名を変更することができます。ただし、何も入力されていないセルのシートは

実際には存在しておらず、シート名を変更することに意味がありません。 

なお、上の [図４５]の画面において 

  で囲まれたセルのシートの名称は「一覧表付ファイル作成入力設定」という「印刷フォームソートデー

ター」シート上に作成した印刷する順序を制御する「ID」欄のデーターを「印刷フォーム」シート上に作成した、

印刷する実際の様式のどの部分にコピーするか、また、１枚の印刷に対していくつの「ID」欄のデーターをコピー

するか等を制御設定するためのマクロデーターを作成し印刷するためのシートです。 

で囲まれたセルのシートの名称は「入力シート」という単にデーターを入力するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォーム」シートと言い、基本的には「ファイル作成コピー用」

シートを複写し、それをもとに印刷する実際の様式を作成し、マクロで自動印刷するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォームソートデーター」シートと言い、基本的にはシート「入

力シート」のデーターを複写し、複写後のデーターをソートし「印刷フォーム」上に作成した印刷様式を印刷する順

序を制御するデーターを作成するためのシートです。 

これら４種のシートは必ずそれぞれ１つは使用し、また、複数あるシートの種類については複数のシートを使用する

ことができます。これらのシートのデフォルトの名称は、上の[図４４]あるは[図４５]の画面のように設定されてお

りますが、実際に使用するシートには分かり易い名称に変更しておくと便利です 

 

それでは、シート名を変更することができるシートについて変更の仕方を説明いたします。 

      

で 



シート「一覧表付ファイル作成入力設定 1」のシート名を「前期募集生徒宛通知印刷設定」に変更してみたいと思い

ます。まず、上の[図４４]あるは[図４５]の画面 

の右側のセル 

の値を 

に変更します。次に 

の左側のセル にポインターを

近づけるとコメント 

が表示さ

れます。セル の部分をダブルクリックします。すると、シート名「一覧表付ファイル作成入力設定 1」が「前

期募集生徒宛通知印刷設定」変更されて変更後のシートが選択されて下の[図４６]の画面が表示されます。なお、シ

ート名が変更される前のシートの状況は[図４７]のようになっていました。 

 

 [図４６] 

 

 

 

 

 

 

5前期募集生徒宛通知印刷設定

一覧表付ファイル作成入力設定1

前期募集生徒宛通知印刷設定

5前期募集生徒宛通知印刷設定



 [図４７] 

 

下の「シート名設定」シートの[図４８]の画面の      で囲まれたセルの値を変更し、同様の操作を行い、シ

ート名をそれぞれ変更しておきます。 

 

[図４８] 

 

 



9．ファイル 

CV-DataBaseAdvance4000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたしま

す。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォーム「シ

ート選択・一覧表付ファイル印刷設定処理」の画面のタブ を選択すると次に[図４９]の画

面になります。 

 

 [図４９] 

 

上の[図４９]の画面のコマンドボタン クリックすると、シート「シート名設定」

選択されて次の[図５０]画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図５０] 

 

 

上の[図５０]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 60％にさげたのが次の[図５１]の画面です。 

[図５１] 

 

 

上の[図５０]あるは[図５１]の画面で、表部分の「シート名・インターフェースボタン名」の欄の各セルにポンター



を近づけると のコメント表示されるセルがあります。この表示がされるシートはシート名を変更できま

せんが、表示されないシートはシート名を変更することができます。ただし、何も入力されていないセルのシートは

実際には存在しておらず、シート名を変更することに意味がありません。 

なお、上の [図５１]の画面において 

  で囲まれたセルのシートの名称は「一覧表付ファイル作成入力設定」という「印刷フォームソートデー

ター」シート上に作成した印刷する順序を制御する「ID」欄のデーターを「印刷フォーム」シート上に作成した、

印刷する実際の様式のどの部分にコピーするか、また、１枚の印刷に対していくつの「ID」欄のデーターをコピー

するか等を制御設定するためのマクロデーターを作成し印刷するためのシートです。 

で囲まれたセルのシートの名称は「入力シート」という単にデーターを入力するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォーム」シートと言い、基本的には「ファイル作成コピー用」

シートを複写し、それをもとに印刷する実際の様式を作成し、マクロで自動印刷するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォームソートデーター」シートと言い、基本的にはシート「入

力シート」のデーターを複写し、複写後のデーターをソートし「印刷フォーム」上に作成した印刷様式を印刷する順

序を制御するデーターを作成するためのシートです。 

これら４種のシートは必ずそれぞれ１つは使用し、また、複数あるシートの種類については複数のシートを使用する

ことができます。これらのシートのデフォルトの名称は、上の[図５０]あるは[図５１]の画面のように設定されてお

りますが、実際に使用するシートには分かり易い名称に変更しておくと便利です 

 

それでは、シート名を変更することができるシートについて変更の仕方を説明いたします。 

シート「一覧表付ファイル作成入力設定 1」のシート名を「前期募集生徒宛通知印刷設定」に変更してみたいと思い

ます。まず、上の[図５０]あるは[図５１]の画面で 

の右側のセル 

の値を 

に変更します。次に 

の左側のセル にポインターを

近づけるとコメント 

が表示さ

れます。セル の部分をダブルクリックします。すると、シート名「一覧表付ファイル作成入力設定 1」が「前

期募集生徒宛通知印刷設定」変更されて変更後のシートが選択されて下の[図５２]の画面が表示されます。なお、シ

ート名が変更される前のシートの状況は[図５３]のようになっていました。 
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で 



 [図５２] 

 

 

 [図５３] 

 

 

下の「シート名設定」シートの[図５４]の画面の      で囲まれたセルの値を変更し、同様の操作を行い、シ

ート名をそれぞれ変更しておきます。 

 



[図５４] 

 

 

 

10．ファイル 

CV-DataBaseAdvance8000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance8000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance8000Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたしま

す。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォーム「シ

ート選択・一覧表付ファイル印刷設定処理」の画面のタブ を選択すると次の[図５５]の画

面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図５５] 

 

 

上の[図５５]の画面のコマンドボタン クリックすると、シート「シート名設定」

選択されて次の[図５６]画面になります。 

 

 [図５６] 

 



上の[図５６]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 60％にさげたのが次の[図５７]の画面です。 

 

[図５７] 

 

 

上の[図５６]あるは[図５７]の画面で、表部分の「シート名・インターフェースボタン名」の欄の各セルにポンター

を近づけると のコメント表示されるセルがあります。この表示がされるシートはシート名を変更できま

せんが、表示されないシートはシート名を変更することができます。ただし、何も入力されていないセルのシートは

実際には存在しておらず、シート名を変更することに意味がありません。 

なお、上の [図５１]の画面において 

  で囲まれたセルのシートの名称は「一覧表付ファイル作成入力設定」という「印刷フォームソートデー

ター」シート上に作成した印刷する順序を制御する「ID」欄のデーターを「印刷フォーム」シート上に作成した、

印刷する実際の様式のどの部分にコピーするか、また、１枚の印刷に対していくつの「ID」欄のデーターをコピー

するか等を制御設定するためのマクロデーターを作成し印刷するためのシートです。 

で囲まれたセルのシートの名称は「入力シート」という単にデーターを入力するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォーム」シートと言い、基本的には「ファイル作成コピー用」

シートを複写し、それをもとに印刷する実際の様式を作成し、マクロで自動印刷するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォームソートデーター」シートと言い、基本的にはシート「入

力シート」のデーターを複写し、複写後のデーターをソートし「印刷フォーム」上に作成した印刷様式を印刷する順

序を制御するデーターを作成するためのシートです。 

これら４種のシートは必ずそれぞれ１つは使用し、また、複数あるシートの種類については複数のシートを使用する

ことができます。これらのシートのデフォルトの名称は、上の[図５６]あるは[図５７]の画面のように設定されてお

りますが、実際に使用するシートには分かり易い名称に変更しておくと便利です 

 

それでは、シート名を変更することができるシートについて変更の仕方を説明いたします。 

      

で 



シート「一覧表付ファイル作成入力設定 1」のシート名を「前期募集生徒宛通知印刷設定」に変更してみたいと思い

ます。まず、上の[図５６]あるは[図５７]の画面で 

の右側のセル 

の値を 

に変更します。次に 

の左側のセル にポインターを

近づけるとコメント 

が表示さ

れます。セル の部分をダブルクリックします。すると、シート名「一覧表付ファイル作成入力設定 1」が「前

期募集生徒宛通知印刷設定」変更されて変更後のシートが選択されて下の[図５８]の画面が表示されます。なお、シ

ート名が変更される前のシートの状況は[図５９]]のようになっていました。 

 

 [図５８] 
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 [図５９] 

 

下の「シート名設定」シートの[図６０]の画面の      で囲まれたセルの値を変更し、同様の操作を行い、シ

ート名をそれぞれ変更しておきます。 

 

[図６０] 

 

 

 



11．ファイル 

CV-DataBaseAdvance16000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance16000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance16000Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたしま

す。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォーム「シ

ート選択・一覧表付ファイル印刷設定処理」の画面のタブ を選択すると次に[図６１]の画

面になります。 

 

 [図６１] 

 

 

上の[図６１]の画面のコマンドボタン クリックすると、シート「シート名設定」

選択されて次の[図６２]画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 



[図６２] 

 

上の[図６２]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 60％にさげたのが次の[図６３]の画面です。 

 

[図６３] 

 

 

上の[図６２]あるは[図６３]の画面で、表部分の「シート名・インターフェースボタン名」の欄の各セルにポンター



を近づけると のコメント表示されるセルがあります。この表示がされるシートはシート名を変更できま

せんが、表示されないシートはシート名を変更することができます。ただし、何も入力されていないセルのシートは

実際には存在しておらず、シート名を変更することに意味がありません。 

なお、上の [図６３]の画面において 

  で囲まれたセルのシートの名称は「一覧表付ファイル作成入力設定」という「印刷フォームソートデー

ター」シート上に作成した印刷する順序を制御する「ID」欄のデーターを「印刷フォーム」シート上に作成した、

印刷する実際の様式のどの部分にコピーするか、また、１枚の印刷に対していくつの「ID」欄のデーターをコピー

するか等を制御設定するためのマクロデーターを作成し印刷するためのシートです。 

で囲まれたセルのシートの名称は「入力シート」という単にデーターを入力するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォーム」シートと言い、基本的には「ファイル作成コピー用」

シートを複写し、それをもとに印刷する実際の様式を作成し、マクロで自動印刷するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォームソートデーター」シートと言い、基本的にはシート「入

力シート」のデーターを複写し、複写後のデーターをソートし「印刷フォーム」上に作成した印刷様式を印刷する順

序を制御するデーターを作成するためのシートです。 

これら４種のシートは必ずそれぞれ１つは使用し、また、複数あるシートの種類については複数のシートを使用する

ことができます。これらのシートのデフォルトの名称は、上の[図６２]あるは[図６３]の画面のように設定されてお

りますが、実際に使用するシートには分かり易い名称に変更しておくと便利です 

 

それでは、シート名を変更することができるシートについて変更の仕方を説明いたします。 

シート「一覧表付ファイル作成入力設定 1」のシート名を「前期募集生徒宛通知印刷設定」に変更してみたいと思い

ます。まず、上の[図６２]あるは[図６３]の画面で 

の右側のセル 

の値を 

に変更します。次に 

の左側のセル にポインターを

近づけるとコメント 

が表示さ

れます。セル の部分をダブルクリックします。すると、シート名「一覧表付ファイル作成入力設定 1」が「前

期募集生徒宛通知印刷設定」変更されて変更後のシートが選択されて下の[図６４]の画面が表示されます。なお、シ

ート名が変更される前のシートの状況は[図６５]]のようになっていました。 
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で 



[図６４] 

 

 

[図６５] 

 

 

下の「シート名設定」シートの[図６６]の画面の      で囲まれたセルの値を変更し、同様の操作を行い、シ

ート名をそれぞれ変更しておきます。 

 



[図６６] 

 

 

 

1２．ファイル 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 40Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 40Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance 軽装版 40Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いた

します。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォーム「シ

ート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面のタブ を選択すると次に[図６７]の画面になり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図６７] 

 

上の[図６７]の画面のコマンドボタン クリックすると、シート「シート名設定」

選択されて次の[図６８]画面になります。 

 

[図６８] 

 

 



上の[図６８]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 70％にさげたのが次の[図６９]です。 

 

[図６９] 

 

 

上の[図６８]あるは[図６９]の画面で、表部分の「シート名・インターフェースボタン名」の欄の各セルにポンター

を近づけると のコメント表示されるセルがあります。この表示がされるシートはシート名を変更できま

せんが、表示されないシートはシート名を変更することができます。ただし、何も入力されていないセルのシートは

実際には存在しておらず、シート名を変更することに意味がありません。 

なお、上の [図６９]の画面において 

で囲まれたセルのシートの名称は「入力シート」という単にデーターを入力するためのシートです。 

  で囲まれたセルのシートの名称は「一覧表付ファイル作成入力設定」という「印刷フォームソートデー

ター」シート上に作成した印刷する順序を制御する「ID」欄のデーターを「印刷フォーム」シート上に作成した、

印刷する実際の様式のどの部分にコピーするか、また、１枚の印刷に対していくつの「ID」欄のデーターをコピー

するか等を制御設定するためのマクロデーターを作成するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォーム」シートと言い、基本的には「ファイル作成コピー用」

シートを複写し、それをもとに印刷する実際の様式を作成し、マクロで自動印刷するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォームソートデーター」シートと言い、基本的にはシート「入

力シート」のデーターを複写し、複写後のデーターをソートし「印刷フォーム」上に作成した印刷様式を印刷する順

序を制御するデーターを作成するためのシートです。 

これら４種のシートは必ずそれぞれ１つは使用し、また、複数あるシートの種類については複数のシートを使用する

ことができます。これらのシートのデフォルトの名称は、上の[図６８]あるは[図６９]の画面のように設定されてお

りますが、実際に使用するシートには分かり易い名称に変更しておくと便利です 

 

それでは、シート名を変更することができるシートについて変更の仕方を説明いたします。 

      

で 



シート「一覧表付ファイル作成入力設定 1」のシート名を「前期募集生徒宛通知印刷」に変更してみたいと思います。

まず、上の[図６８]あるは[図６９]の画面で 

の 左

側のセル 

の 値

を 

に変更しま

す。次に 

の 左

側のセル にポインターを近づけるとコメント 

が表示さ

れます。セル の部分をダブルクリックします。すると、シート名「一覧表付ファイル作成入力設定 1」が「前

期募集生徒宛通知印刷設定」に変更されて変更後のシートが選択されて下の[図７０]の画面が表示されます。なお、

シート名が変更される前のシートの状況は[図７１]のようになっていました。 

 

 [図７０] 
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 [図７１] 

 

 

下の「シート名設定」シートの[図７２]の画面の      で囲まれたセルの値を変更し、同様の操作を行い、シ

ート名をそれぞれ変更しておきます。 

 

[図７２] 

 

 



13．ファイル 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 100Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 100Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance 軽装版 100Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明い

たします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォーム「シ

ート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面のタブ を選択すると次に[図７３]の画面に

なります。 

 

 [図７３] 

 

 

上の[図７３]の画面のコマンドボタン クリックすると、シート「シート名設定」

選択されて次の[図７４]画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 



[図７４] 

 

 

上の[図７４]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 60％にさげたのが次の[図７５]の画面です。 

 

[図７５] 

 

 

上の[図７４]あるは[図７５]の画面で、表部分の「シート名・インターフェースボタン名」の欄の各セルにポンター



を近づけると のコメント表示されるセルがあります。この表示がされるシートはシート名を変更できま

せんが、表示されないシートはシート名を変更することができます。ただし、何も入力されていないセルおよび

と表示されているセルのシートは実際には

存在しておらず、シート名を変更することに意味がありません。 

なお、上の [図７５]の画面において 

  で囲まれたセルのシートの名称は「一覧表付ファイル作成入力設定」という「印刷フォームソートデー

ター」シート上に作成した印刷する順序を制御する「ID」欄のデーターを「印刷フォーム」シート上に作成した、

印刷する実際の様式のどの部分にコピーするか、また、１枚の印刷に対していくつの「ID」欄のデーターをコピー

するか等を制御設定するためのマクロデーターを作成し印刷するためのシートです。 

で囲まれたセルのシートの名称は「入力シート」という単にデーターを入力するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォーム」シートと言い、基本的には「ファイル作成コピー用」

シートを複写し、それをもとに印刷する実際の様式を作成し、マクロで自動印刷するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォームソートデーター」シートと言い、基本的にはシート「入

力シート」のデーターを複写し、複写後のデーターをソートし「印刷フォーム」上に作成した印刷様式を印刷する順

序を制御するデーターを作成するためのシートです。 

これら４種のシートは必ずそれぞれ１つは使用し、また、複数あるシートの種類については複数のシートを使用する

ことができます。これらのシートのデフォルトの名称は、上の[図７４]あるは[図７５]の画面のように設定されてお

りますが、実際に使用するシートには分かり易い名称に変更しておくと便利です 

 

それでは、シート名を変更することができるシートについて変更の仕方を説明いたします。 

シート「一覧表付ファイル作成入力設定 1」のシート名を「前期募集生徒宛通知印刷設定」に変更してみたいと思い

ます。まず、上の[図７４]あるは[図７５]の画面で 

の右側のセル 

の値を 

に変更します。次に 

の左側のセル にポインターを

近づけるとコメント 

が表示さ

れます。セル の部分をダブルクリックします。すると、シート名「一覧表付ファイル作成入力設定 1」が「前

期募集生徒宛通知印刷設定」変更されて変更後のシートが選択されて下の[図７６]の画面が表示されます。なお、シ

ート名が変更される前のシートの状況は[図７７]のようになっていました。 

 

5前期募集生徒宛通知印刷設定

一覧表付ファイル作成入力設定1

前期募集生徒宛通知印刷設定

5前期募集生徒宛通知印刷設定

      

で 



 [図７６] 

 

[図７７] 

 

 

下の「シート名設定」シートの[図７８]の画面の      で囲まれたセルの値を変更し、同様の操作を行い、シ

ート名をそれぞれ変更しておきます。 

 



[図７８] 

 

 

14．ファイル 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 200Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 200Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance 軽装版 200Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明い

たします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォーム「シ

ート選択・一覧表付ファイル印刷設定処理」の画面のタブ を選択すると次に[図７９]の画

面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図７９] 

 

 

上の[図７９]の画面のコマンドボタン クリックすると、シート「シート名設定」

選択されて次の[図８０]画面になります。 

 

[図８０] 

 



上の[図８０]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 60％にさげたのが次の[図８１]の画面です。 

 

[図８１] 

 

 

上の[図８０]あるは[図８１]の画面で、表部分の「シート名・インターフェースボタン名」の欄の各セルにポンター

を近づけると のコメント表示されるセルがあります。この表示がされるシートはシート名を変更できま

せんが、表示されないシートはシート名を変更することができます。ただし、何も入力されていないセルおよび

と表示されているセルのシートは実際には

存在しておらず、シート名を変更することに意味がありません。 

なお、上の [図８１]の画面において 

  で囲まれたセルのシートの名称は「一覧表付ファイル作成入力設定」という「印刷フォームソートデー

ター」シート上に作成した印刷する順序を制御する「ID」欄のデーターを「印刷フォーム」シート上に作成した、

印刷する実際の様式のどの部分にコピーするか、また、１枚の印刷に対していくつの「ID」欄のデーターをコピー

するか等を制御設定するためのマクロデーターを作成し印刷するためのシートです。 

で囲まれたセルのシートの名称は「入力シート」という単にデーターを入力するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォーム」シートと言い、基本的には「ファイル作成コピー用」

シートを複写し、それをもとに印刷する実際の様式を作成し、マクロで自動印刷するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォームソートデーター」シートと言い、基本的にはシート「入

力シート」のデーターを複写し、複写後のデーターをソートし「印刷フォーム」上に作成した印刷様式を印刷する順

序を制御するデーターを作成するためのシートです。 

これら４種のシートは必ずそれぞれ１つは使用し、また、複数あるシートの種類については複数のシートを使用する

      

で 



ことができます。これらのシートのデフォルトの名称は、上の[図８０]あるは[図８１]の画面のように設定されてお

りますが、実際に使用するシートには分かり易い名称に変更しておくと便利です 

 

それでは、シート名を変更することができるシートについて変更の仕方を説明いたします。 

シート「一覧表付ファイル作成入力設定 1」のシート名を「前期募集生徒宛通知印刷設定」に変更してみたいと思い

ます。まず、上の[図８０]あるは[図８１]の画面で 

の右側のセル 

の値を 

に変更します。次に 

の左側のセル にポインターを

近づけるとコメント 

が表示さ

れます。セル の部分をダブルクリックします。すると、シート名「一覧表付ファイル作成入力設定 1」が「前

期募集生徒宛通知印刷設定」変更されて変更後のシートが選択されて下の[図８２]の画面が表示されます。なお、シ

ート名が変更される前のシートの状況は[図８３]のようになっていました。 

 

 [図８２] 

 

 

5前期募集生徒宛通知印刷設定

一覧表付ファイル作成入力設定1

前期募集生徒宛通知印刷設定

5前期募集生徒宛通知印刷設定



 [図８３] 

 

 

下の「シート名設定」シートの[図８４]の画面の      で囲まれたセルの値を変更し、同様の操作を行い、シ

ート名をそれぞれ変更しておきます。 

 

[図８４] 

 

 

 



15．ファイル 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 400Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 400Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance 軽装版 400Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明い

たします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォーム「シ

ート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面のタブ を選択すると次に[図８５]の画面に

なります。 

 

[図８５] 

 

 

上の[図８５]の画面のコマンドボタン クリックすると、シート「シート名設定」

選択されて次の[図８６]画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 



[図８６] 

 

 

上の[図８６]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 60％にさげたのが次の[図８７]の画面です。 

 

[図８７] 

 

 

上の[図８６]あるは[図８７]の画面で、表部分の「シート名・インターフェースボタン名」の欄の各セルにポンター



を近づけると のコメント表示されるセルがあります。この表示がされるシートはシート名を変更できま

せんが、表示されないシートはシート名を変更することができます。ただし、何も入力されていないセルおよび

と表示されているセルのシートは実際には存在しておらず、シート名を

変更することに意味がありません。 

なお、上の [図８７]の画面において 

  で囲まれたセルのシートの名称は「一覧表付ファイル作成入力設定」という「印刷フォームソートデー

ター」シート上に作成した印刷する順序を制御する「ID」欄のデーターを「印刷フォーム」シート上に作成した、

印刷する実際の様式のどの部分にコピーするか、また、１枚の印刷に対していくつの「ID」欄のデーターをコピー

するか等を制御設定するためのマクロデーターを作成し印刷するためのシートです。 

で囲まれたセルのシートの名称は「入力シート」という単にデーターを入力するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォーム」シートと言い、基本的には「ファイル作成コピー用」

シートを複写し、それをもとに印刷する実際の様式を作成し、マクロで自動印刷するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォームソートデーター」シートと言い、基本的にはシート「入

力シート」のデーターを複写し、複写後のデーターをソートし「印刷フォーム」上に作成した印刷様式を印刷する順

序を制御するデーターを作成するためのシートです。 

これら４種のシートは必ずそれぞれ１つは使用し、また、複数あるシートの種類については複数のシートを使用する

ことができます。これらのシートのデフォルトの名称は、上の[図８６]あるは[図８７]の画面のように設定されてお

りますが、実際に使用するシートには分かり易い名称に変更しておくと便利です 

 

それでは、シート名を変更することができるシートについて変更の仕方を説明いたします。 

シート「一覧表付ファイル作成入力設定 1」のシート名を「前期募集生徒宛通知印刷設定」に変更してみたいと思い

ます。まず、上の[図８６]あるは[図８７]の画面で 

の右側のセル 

の値を 

に変更します。次に 

の左側のセル にポインターを

近づけるとコメント 

が表示さ

れます。セル の部分をダブルクリックします。すると、シート名「一覧表付ファイル作成入力設定 1」が「前

期募集生徒宛通知印刷設定」変更されて変更後のシートが選択されて下の[図８８]の画面が表示されます。なお、シ

ート名が変更される前のシートの状況は[図８９]のようになっていました。 

 

 

 

5前期募集生徒宛通知印刷設定

一覧表付ファイル作成入力設定1

前期募集生徒宛通知印刷設定

5前期募集生徒宛通知印刷設定

      

で 



 [図８８] 

 

 

[図８９] 

 

 

下の「シート名設定」シートの[図９０]の画面の      で囲まれたセルの値を変更し、同様の操作を行い、シ

ート名をそれぞれ変更しておきます。 

 



[図９０] 

 

 

 

16. ファイル 

        CV-DataBaseAdvance 呼び出し印刷 Ver1 試用版.xlsm 

        CV-DataBaseAdvance 呼び出し印刷 Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xls 

   の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance 呼び出し印刷 Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明

いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォー

ム「シート選択・処理」の画面のタブ を選択すると次に[図９１]の画

面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図９１] 

 

 

上の[図９１]の画面のコマンドボタン をクリックすると、

シート「シート名設定」が選択され次の[図９２]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図９２] 

 

 

上の[図９２]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 30％にさげたのが次の[図９３]の画面です。 

 

[図９３] 

 

 

上の[図９２]の表部分の 



 

において、右側のセル 

 
に 

 

と入力し、シート「CV-DataBase 呼び出し印刷命令リスト 1」の名称を「CV-DataBase 呼び出し印刷命令リスト 1

（全国高校関係）」に変更してみたいと思います。セル の部分にポインターを近づけるとコメント 

が 表 示

されますが、セル を選択し、ダブルクリックするとシート「CV-DataBase 呼び出し印刷命令リスト 1」

の名称が「CV-DataBase 呼び出し印刷命令リスト 1（全国高校関係）」に変更され、次の[図９４]の画面が表示され

ます。なお、名称変更前のシート「CV-DataBase 呼び出し印刷命令リスト 1」の状況はその下の[図９５]のようにな

っていました。 

 

[図９４] 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図９５] 

 

 

他のシートの名称も同様な方法で変更できます。 

 

 

17. ファイル 

        CV-DataBaseAdvance スーパー呼び出し印刷 Ver1 試用版.xlsm 

        CV-DataBaseAdvance スーパー呼び出し印刷 Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

   の場合： 

 

ファイル「2016CV-DataBaseAdvance スーパー呼び出し印刷 Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用

いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォー

ム「シート選択・処理」の画面のタブ を選択すると次に[図９６]の画

面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図９６] 

 

 

上の[図９６]の画面のコマンドボタン をクリックすると、

シート「シート名設定」が選択され次の[図９７]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図９７] 

 

 

上の[図９７]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 30％にさげたのが次の[図９８]の画面です。 

 

[図９８] 

 

 

上の[図９７]の表部分の 



 

において、右側のセル 

 

に 

 

と入力し、シート「CV-DataBase 呼び出しスーパー印刷命令リスト 1」の名称を「CV-DataBase スーパー呼び出し

印刷命令リスト 1（全国納税者）」に変更してみたいと思います。セル の部分にポインターを近づけると

コメント 

が 表 示

されますが、セル を選択し、ダブルクリックするとシート「CV-DataBase 呼び出しスーパー印刷命令リ

スト 1」の名称が「CV-DataBase スーパー呼び出し印刷命令リスト 1（全国納税者）」に変更され、次の[図９９]の

画面が表示されます。なお、名称変更前のシート「CV-DataBase 呼び出しスーパー印刷命令リスト 1」の状況はその

下の 

[図１００]のようになっていました。 

 

[図９９] 

 

 

 

 

 

 



[図１００] 

 

 

他のシートの名称も同様な方法で変更できます。 

 

 

18．ファイル 

調査書等各種証明書作成システム Ver1 試用版（CV-DataBase8000Ver1 サンプル）.xlsm  

調査書等各種証明書作成システム Ver1（CV-DataBase8000Ver1 コンピュータ    台リリース版 

サンプル）.xlsm  

  の場合： 

 

ファイル「2021 調査書等各種証明書作成システム Ver1（CV-DataBase8000Ver1 コンピュータ３台リリース版サン

プル）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面のタブ 選択すると次の[図１０１]

の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 



[図１０１] 

 

 

上の[図１０１]の画面のコマンドボタン クリックすると、シート「シート名設定」

選択されて次の[図１０２]画面になります。 

 

[図１０２] 

 



 

上の[図１０２]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 60％にさげたのが次の[図１０３]の画面です。 

 

[図１０３] 

 

 

上の[図１０２]あるは[図１０３]の画面で、表部分の「シート名・インターフェースボタン名」の欄の各セルにポン

ターを近づけると のコメント表示されるセルがあります。この表示がされるシートはシート名を変更で

きませんが、表示されないシートはシート名を変更することができます。ただし、何も入力されていないセルのシー

トは実際には存在しておらず、シート名を変更することに意味がありません。 

なお、上の [図１０３]の画面において 

  で囲まれたセルのシートの名称は「一覧表付ファイル作成入力設定」という「印刷フォームソートデー

ター」シート上に作成した印刷する順序を制御する「ID」欄のデーターを「印刷フォーム」シート上に作成した、

印刷する実際の様式のどの部分にコピーするか、また、１枚の印刷に対していくつの「ID」欄のデーターをコピー

するか等を制御設定するためのマクロデーターを作成し印刷するためのシートです。 

で囲まれたセルのシートの名称は「入力シート」という単にデーターを入力するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォーム」シートと言い、基本的には「ファイル作成コピー用」

シートを複写し、それをもとに印刷する実際の様式を作成し、マクロで自動印刷するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォームソートデーター」シートと言い、基本的にはシート「入

力シート」のデーターを複写し、複写後のデーターをソートし「印刷フォーム」上に作成した印刷様式を印刷する順

序を制御するデーターを作成するためのシートです。 

これら４種のシートは必ずそれぞれ１つは使用し、また、複数あるシートの種類については複数のシートを使用する

ことができます。この「2021 調査書等各種証明書作成システム Ver1（CV-DataBase8000Ver1 コンピュータ３台リ

リース版サンプル）.xlsm」のファイルは、もともとファイル「2021CV-DataBaseAdvance16000Ver1（コンピュータ

３台リリース配布版）.xlsm」をもとに作成したファイルで、ファイル「2021CV-DataBaseAdvance16000Ver1（コン

      

で 



ピュータ３台リリース配布版）.xlsm」のシート名「シート名設定」の各セルのデフォルトの値が多数変更されてい

ます。とりあえずファイル「2021 調査書等各種証明書作成システム Ver1（CV-DataBase8000Ver1 コンピュータ３

台リリース版サンプル）.xlsm」のシート名「シート名設定」の各セルのデフォルトの値は、上の[図１０２]あるは 

[図１０３]の画面のように設定されているとお考え下さい。 

使用するシートには各ユーザーにとって分かり易い名称に変更しておくと便利です 

 

それでは、シート名を変更することができるシートについて変更の仕方を説明いたします。 

シート「進学用調査書印刷設定」のシート名を「大学・短大・専門学校進学用調査書印刷設定」に変更してみたいと

思います。まず、上の[図１０２]あるは[図１０３]の画面で 

の右側のセル 

の値を 

に変更します。次に 

の左側のセル にポインターを

近づけるとコメント 

が表示さ

れます。セル の部分を選択しダブルクリックします。すると、シート名「進学用調査書印刷設定」が「大学・

短大・専門学校進学用調査書印刷設定」に変更されて変更後のシートが選択されて下の[図１０４]の画面が表示され

ます。なお、シート名が変更される前のシートの状況は[図１０５]のようになっていました。 
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[図１０４] 

 

 

[図１０５] 

 

 

上と同様な操作で他のシートの名称も変更することができます。 

 

 



19．ファイル 

平成２８年度第３学年個人別会計報告学年分試用版（CV-DataBase100Ver1 サンプル）.xlsm  

平成２８年度第３学年個人別会計報告学年分（CV-DataBase100Ver1 コンピュータ    台リリー 

ス版）.xlsm  

  の場合： 

 

ファイル「2021 平成２８年度第３学年個人別会計報告学年分（CV-DataBase100Ver1 コンピュータ３台リリース

版）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面のタブ 選択すると次の[図１０６]の

画面が表示されます。 

 

[図１０６] 

 

 

上の[図１０６]の画面のコマンドボタン クリックすると、シート「シート名設定」

選択されて次の[図１０７]画面になります。 

 

 

 

 

 

 



[図１０７] 

 

 

上の[図１０７]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 60％にさげたのが次の[図１０８]の画面です。 

 

[図１０８] 

 

 

上の[図１０７]あるは[図１０８]の画面で、表部分の「シート名・インターフェースボタン名」の欄の各セルにポン



ターを近づけると のコメント表示されるセルがあります。この表示がされるシートはシート名を変更で

きませんが、表示されないシートはシート名を変更することができます。ただし、何も入力されていないセルのシー

トと と表示されているセルのシートは実際には存在しておらず、シート

名を変更することに意味がありません。 

なお、上の [図１０８]の画面において 

  で囲まれたセルのシートの名称は「一覧表付ファイル作成入力設定」という「印刷フォームソートデー

ター」シート上に作成した印刷する順序を制御する「ID」欄のデーターを「印刷フォーム」シート上に作成した、

印刷する実際の様式のどの部分にコピーするか、また、１枚の印刷に対していくつの「ID」欄のデーターをコピー

するか等を制御設定するためのマクロデーターを作成し印刷するためのシートです。 

で囲まれたセルのシートの名称は「入力シート」という単にデーターを入力するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォーム」シートと言い、基本的には「ファイル作成コピー用」

シートを複写し、それをもとに印刷する実際の様式を作成し、マクロで自動印刷するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォームソートデーター」シートと言い、基本的にはシート「入

力シート」のデーターを複写し、複写後のデーターをソートし「印刷フォーム」上に作成した印刷様式を印刷する順

序を制御するデーターを作成するためのシートです。 

これら４種のシートは必ずそれぞれ１つは使用し、また、複数あるシートの種類については複数のシートを使用する

ことができます。この「2021 平成２８年度第３学年個人別会計報告学年分（CV-DataBase100Ver1 コンピュータ３

台リリース版）.xlsm」のファイルは、もともとファイル「2021CV-DataBaseAdvance100Ver1（コンピュータ３台リ

リース配布版）.xlsm」をもとに作成したファイルで、ファイル「2021CV-DataBaseAdvance100Ver1（コンピュータ

３台リリース配布版）.xlsm」のシート名「シート名設定」の各セルのデフォルトの値が多数変更されています。とり

あえずファイル「2021 平成２８年度第３学年個人別会計報告学年分（CV-DataBase100Ver1 コンピュータ３台リリ

ース版）.xlsm」のシート名「シート名設定」の各セルのデフォルトの値は、上の[図１０７]あるは[図１０８]の画面

のように設定されているとお考え下さい。 

使用するシートには各ユーザーにとって分かり易い名称に変更しておくと便利です 

 

それでは、シート名を変更することができるシートについて変更の仕方を説明いたします。 

シート「シート入力 AA１」のシート名を「入力 AA1（３学年生徒データー）」に変更してみたいと思います。まず、

上の[図１０７]あるは[図１０８]の画面で 

の右側のセル 

の値を 

に変更します。次に 

の左側のセル にポインターを

近づけるとコメント 

が表示さ

26入力AA1

入力AA1

入力AA1（３学年生徒データー）

26入力AA1（３学年生徒データー） 26

      

で 



れます。そしてセル の部分を選択しダブルクリックします。すると、シート名「入力 AA1」が「入力 AA1（３

学年生徒データー）」に変更されて変更後のシートが選択されて下の[図１０９]の画面が表示されます。なお、シー

ト名が変更される前のシートの状況は[図１１０]のようになっていました。 

 

[図１０９] 
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[図１１０] 

 

 

上と同様な操作で他のシートの名称も変更することができます。 

 

 

20．ファイル 

CV -DataBaseAdvance8000Ver1（音声付き）試用版.xlsm  

CV -DataBaseAdvance8000Ver1（音声付き）（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm  

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance8000Ver1（音声付き）（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説

明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォーム「シ

ート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面のタブ を選択すると次に[図１１１]の画

面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１１１] 

 

上の[図１１１]の画面のコマンドボタン クリックすると、シート「シート名設定」

選択されて次の[図１１２]画面になります。 

 

[図１１２] 

 



上の[図１１２]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 60％にさげたのが次の[図１１３]の画面です。 

 

[図１１３] 

 

 

上の[図１１２]あるは[図１１３]の画面で、表部分の「シート名・インターフェースボタン名」の欄の各セルにポン

ターを近づけると のコメント表示されるセルがあります。この表示がされるシートはシート名を変更で

きませんが、表示されないシートはシート名を変更することができます。ただし、何も入力されていないセルのシー

トは実際には存在しておらず、シート名を変更することに意味がありません。 

なお、上の [図１１３]の画面において 

  で囲まれたセルのシートの名称は「一覧表付ファイル作成入力設定」という「印刷フォームソートデー

ター」シート上に作成した印刷する順序を制御する「ID」欄のデーターを「印刷フォーム」シート上に作成した、

印刷する実際の様式のどの部分にコピーするか、また、１枚の印刷に対していくつの「ID」欄のデーターをコピー

するか等を制御設定するためのマクロデーターを作成し印刷するためのシートです。 

で囲まれたセルのシートの名称は「入力シート」という単にデーターを入力するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォーム」シートと言い、基本的には「ファイル作成コピー用」

シートを複写し、それをもとに印刷する実際の様式を作成し、マクロで自動印刷するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォームソートデーター」シートと言い、基本的にはシート「入

力シート」のデーターを複写し、複写後のデーターをソートし「印刷フォーム」上に作成した印刷様式を印刷する順

序を制御するデーターを作成するためのシートです。 

これら４種のシートは必ずそれぞれ１つは使用し、また、複数あるシートの種類については複数のシートを使用する

ことができます。これらのシートのデフォルトの名称は、上の[図１１２]あるは[図１１３]の画面のように設定され

ておりますが、実際に使用するシートには分かり易い名称に変更しておくと便利です 

 

それでは、シート名を変更することができるシートについて変更の仕方を説明いたします。 

      

で 



シート「一覧表付ファイル作成入力設定 1」のシート名を「前期募集生徒宛通知印刷設定」に変更してみたいと思い

ます。まず、上の[図１１２]あるは[図１１３]の画面で 

の右側のセル 

の値を 

に変更します。次に 

の左側のセル にポインターを

近づけるとコメント 

が表示さ

れます。セル を選択しダブルクリックします。すると、シート名「一覧表付ファイル作成入力設定 1」が「前

期募集生徒宛通知印刷設定」変更されて変更後のシートが選択されて下の[図１１４]の画面が表示されます。なお、

シート名が変更される前のシートの状況は[図１１５]]のようになっていました。 

 

[図１１４] 

 

 

 

 

 

 

8一覧表付ファイル作成入力設定1

一覧表付ファイル作成入力設定1

8

8



 [図１１５] 

 

 

下の「シート名設定」シートの[図１１６]の画面の      で囲まれたセルの値を変更し、同様の操作を行い、

シート名をそれぞれ変更しておきます。 

 

[図１１６] 

 

 



21．ファイル 

CV -DataBaseAdvance16000Ver1（音声付き）試用版.xlsm  

CV -DataBaseAdvance16000Ver1（音声付き）（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm  

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance16000Ver1（音声付き）（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて

説明いたします。 

 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォーム「シ

ート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面のタブ を選択すると次の[図１１５]の画面にな

ります。 

 

 [図１１７] 

 

 

上の[図１１７]の画面のコマンドボタン をクリックすると、シート「シート名設

定」選択されて次の[図１１８]画面になります。 

 

 

 

 

 

 



[図１１８] 

 

 

上の[図１１８]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 60％にさげたのが次の[図１１９]の画面です。 

 

[図１１９] 

 

 

上の[図１１８]あるは[図１１９]の画面で、表部分の「シート名・インターフェースボタン名」の欄の各セルにポン



ターを近づけると のコメント表示されるセルがあります。この表示がされるシートはシート名を変更で

きませんが、表示されないシートはシート名を変更することができます。ただし、何も入力されていないセルのシー

トは実際には存在しておらず、シート名を変更することに意味がありません。 

なお、上の [図１１９]の画面において 

  で囲まれたセルのシートの名称は「一覧表付ファイル作成入力設定」という「印刷フォームソートデー

ター」シート上に作成した印刷する順序を制御する「ID」欄のデーターを「印刷フォーム」シート上に作成した、

印刷する実際の様式のどの部分にコピーするか、また、１枚の印刷に対していくつの「ID」欄のデーターをコピー

するか等を制御設定するためのマクロデーターを作成し印刷するためのシートです。 

で囲まれたセルのシートの名称は「入力シート」という単にデーターを入力するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォーム」シートと言い、基本的には「ファイル作成コピー用」

シートを複写し、それをもとに印刷する実際の様式を作成し、マクロで自動印刷するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォームソートデーター」シートと言い、基本的にはシート「入

力シート」のデーターを複写し、複写後のデーターをソートし「印刷フォーム」上に作成した印刷様式を印刷する順

序を制御するデーターを作成するためのシートです。 

これら４種のシートは必ずそれぞれ１つは使用し、また、複数あるシートの種類については複数のシートを使用する

ことができます。これらのシートのデフォルトの名称は、上の[図１１８]あるは[図１１９]の画面のように設定され

ておりますが、実際に使用するシートには分かり易い名称に変更しておくと便利です 

 

それでは、シート名を変更することができるシートについて変更の仕方を説明いたします。 

シート「一覧表付ファイル作成入力設定 1」のシート名を「前期募集生徒宛通知印刷設定」に変更してみたいと思い

ます。まず、上の[図１１８]あるは[図１１９]の画面で 

の右側のセル 

の値を 

に変更します。次に 

の左側のセル にポインターを

近づけるとコメント 

が表示さ

れます。セル の部分を選択しダブルクリックします。すると、シート名「一覧表付ファイル作成入力設定 1」

が「前期募集生徒宛通知印刷設定」変更されて変更後のシートが選択されて下の[図１２０]の画面が表示されます。

なお、シート名が変更される前のシートの状況は[図１２１]のようになっていました。 
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[図１２０] 

 

 

[図１２１] 

 

 

下の「シート名設定」シートの[図１２２]の画面の      で囲まれたセルの値を変更し、同様の操作を行い、

シート名をそれぞれ変更しておきます。 

 



[図１２２] 

 

 

22．ファイル 

CV-DataBaseMonster(Vol.    )Ver1 試用版.xlsm  

CV-DataBaseMonster(Vol.    )Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm  

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたし

ます。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしてタブ 

を選択すると次に[図１２３]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１２３] 

 

 

上の[図１２３]の画面のコマンドボタン をクリックすると次の[図１２４]画面

になります。 

 

 [図１２４] 

 



上の[図１２４]の表部分全体の様子が捉えられるに表示倍率を 60％にさげたのが次の[図１２５]の画面です。 

 

[図１２５] 

 

 

上の[図１２４]あるは[図１２５]の画面で、表部分の「シート名・インターフェースボタン名」の欄の各セルにポン

ターを近づけると のコメント表示されるセルがあります。この表示がされるシートはシート名を変更で

きませんが、表示されないシートはシート名を変更することができます。ただし、何も入力されていないセルのシー

トは実際には存在しておらず、シート名を変更することに意味がありません。 

なお、上の [図１２５]の画面において 

  で囲まれたセルのシートの名称は「一覧表付ファイル作成入力設定」という「印刷フォームソートデー

ター」シート上に作成した印刷する順序を制御する「ID」欄のデーターを「印刷フォーム」シート上に作成した、

印刷する実際の様式のどの部分にコピーするか、また、１枚の印刷に対していくつの「ID」欄のデーターをコピー

するか等を制御設定するためのマクロデーターを作成し印刷するためのシートです。 

で囲まれたセルのシートの名称は「入力シート」という単にデーターを入力するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォーム」シートと言い、基本的には「ファイル作成コピー用」

シートを複写し、それをもとに印刷する実際の様式を作成し、マクロで自動印刷するためのシートです。 

      で囲まれたセルのシートの名称は「印刷フォームソートデーター」シートと言い、基本的にはシート「入

力シート」のデーターを複写し、複写後のデーターをソートし「印刷フォーム」上に作成した印刷様式を印刷する順

序を制御するデーターを作成するためのシートです。 

これら４種のシートは必ずそれぞれ１つは使用し、また、複数あるシートの種類については複数のシートを使用する

ことができます。これらのシートのデフォルトの名称は、上の[図１２４]あるは[図１２５]の画面のように設定され

ておりますが、実際に使用するシートには分かり易い名称に変更しておくと便利です 

 

それでは、シート名を変更することができるシートについて変更の仕方を説明いたします。 

      

で 



シート「一覧表付ファイル作成入力設定 1」のシート名を「前期募集生徒宛通知印刷設定」に変更してみたいと思い

ます。まず、上の[図１２４]あるは[図１２５]の画面で 

の右側のセル 

の値を 

に変更します。次に 

の左側のセル にポインターを

近づけるとコメント 

が表示さ

れます。セル の部分を選択しダブルクリックします。すると、シート名「一覧表付ファイル作成入力設定 1」

が「前期募集生徒宛通知印刷設定」変更されて変更後のシートが選択されて下の[図１２６]の画面が表示されます。

なお、シート名が変更される前のシートの状況は[図１２７]のようになっていました。 

 

[図１２６] 
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 [図１２７] 

 

下の「シート名設定」シートの[図１２８]の画面の     で囲まれたセルの値を変更し、同様の操作を行い、シ

ート名をそれぞれ変更しておきます。 

 

[図１２８]  

 


